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【日本初！】エコタウンでグリーン LPガスの開発がスタート！！ 

北九州エコタウンの「実証研究エリア」では、企業、大学、行政の連携により、最先端

の廃棄物処理技術をはじめ、資源リサイクル、新エネルギーなど幅広い環境関連技術を実

証的に研究する施設の集積をめざし、環境研究用として土地の貸付を行っています。

 この度、令和５年６月より日本の LPガス製造・元売り会社の団体である「日本 LPガ
ス協会」が設立した一般社団法人日本グリーン LPガス推進協議会と実証研究エリアの土
地の賃貸借契約を締結し、北九州市立大学の藤元薫特任教授が長年にわたり開発してきた

CO2と H2からグリーン LPガスを合成する技術の実証研究が実施される運びとなりまし
た。これは、カーボンニュートラルな社会を実現するための重要な技術開発であり、本市

の目指す脱炭素社会構築の取り組みのひとつとして推進を行っていきます。

【所在地】実証研究エリア：北九州市若松区向洋町１０番地内（約480ｍ２） 

【添付資料】 日本 LPガス協会の概要について 

【問合せ先】 

実証研究エリアについて 

環境局環境イノベーション支援課 

電話：０９３-５８２-２６３０ 担当：正野、濵邉 

実証研究内容について 

 北九州市立大学企画管理課企画・研究支援係 

電話：０９３-６９５-３３１１ 担当：池田、田中

北九州経済・金融記者クラブ同時発表

【今後の概要スケジュール】


